
施設のコンセプト（目指す姿）について 

 

１ だれもが健康になれる施設 

  子どもから高齢者までが心身ともに健康を育むことができる場所 

 

２ だれもが学べる施設 

 気軽に、多目的に利用ができ、スポーツや文化など様々なことを学ぶことができる場所 

 

３ 幅広い世代がふれあえる・つながる施設 

  様々な事業や気軽にふらっと集まれるスペース等を通じ、幅広い年齢層がふれあえる場所 

 

≪施設のコンセプトと実施できる事業の相関図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪想定される施設の利用対象者≫ 

・ 子ども  ・ 若者  ・ 大人  ・ 高齢者  ・ 親子  ・ 母親（子育て）  ・ 近隣住民  

・ 障害者  ・ 留学生  ・ 中学及び高校の部活  ・ 大学生  ・ 外国人  ・ 女性   

・ トップアスリート、スポーツクラブ  ・ ひきこもりや不登校  ・ 学校  ・ 地域サークル  

 

  

昔泳ぎ教室 

ダイビング教室 

救命教室 

着衣水泳教室 

ﾎｰﾑﾀｳﾝﾁｰﾑ・ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ選手による教室 

栄養士に学ぶ食育講座 

平日プール子どもＯＫ 

子ども陶芸教室 

一流パティシエから学ぶ 

有名菓子店のお茶会 

絵を描く 

親子で日曜大工 

ﾐﾆ図書館 

留学生に学ぶＩＣＴ講座 

社交ダンス･フラダンス教室 

学生・地域サークルが教える機会（自分の知識を教えたい） 

文化講座 

伝統文化・季節行事の継承 

（お囃子、獅子舞、餅つき、地域の歴史） 

高齢者から学ぶ昔遊び・ 

若者から学ぶ今の遊び教室 

スマホ・パソコン教室 

泳ぎ続けられる上級者プール 

カルチャースクール 

ナイトプール・お風呂 

活動の発表の場 

三世代交流 

e スポーツ大会 

アニマルセラピー ジョギングの会 

障害者から学ぶ水泳教室 

キャンプを学ぶ（街中キャンプ） 

ホールでテント 
グランピングコース 

畳でお休み 

コミュニティ形成支援 

＜実施する上での視点等＞ 

社会的弱者の居場所・交流の場 

学校ひきこもり対策との連携 

大学生のフィールドワークの拠点 

プラットフォームの提供 

相原高校・協同病院との連携 

５G ライブ配信、画像共有 

人のペットとのふれあい 

参考資料１（第２回北健文在り方検討委員会ワークまとめ） 


